
１年次 　単位数： 1 単位 　時間数： 90分× 8 回
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 ● 評価方法 発表等 60%、討論等 20%、レポート等 20%により総合的に評価する。

 ● 参考文献 講義の中で必要に応じ紹介する。

がんに罹患した就業者の継続希望や就業の現状・実態について概説できる。

病気休業開始および休業中の対応について概説できる。

主治医による職場復帰可否の判断時の対応について概説できる。

職場復帰の可否判断および支援プラン作成時対応について概説できる。

最終的な職場復帰の決定時の対応について概説できる。

職場復帰後のフォローアップ時の対応について概説できる。

　開講時期：

 ● 科目の教育目標

　一般目標 (GIO)

がん人口の増加やがん検診精度の向上とともに、いわゆる働き盛りのがん罹患が増加し、
さらに治療成績が大幅に向上したことにより、様々な職種においてがん患者が職場復帰
する事例が増えている中、職場復帰の支援さらには復帰後の長期的な支援における産業
医の役割について理解を深める。

　行動目標 (SBOs)

科目名 がん患者の職場復帰と産業医の役割 (がん専門医師養成科目)

科目責任者 がんプロコーディネーター


